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はじめに
冷戦時代，世界が2つのイデオロギーに引き裂か
れ対立するという「グローバル・コンフリクト」を
体験した20世紀後半，この時代の文化や文学作品に
ついての再考・再検証が，半世紀の来し方を俯瞰で
きつつある今，熱くなされつつある。（1）漸く見え始
めたのは，政治と文化・文学のインタラクティブな
関係や共犯関係であったり，フレデリック・ジェイ
ムソンの言う「政治的無意識」（political unconscious-
ness）に支えられていた文学テクストであったりす
るのだが，英文学史上では未だに「カトリック作家」
として位置づけられているグレアム・グリーン
（Graham Greene，1904－1991）も冷戦というパラ
ダイムの中では，また異なる相貌を見せ始める。
第二次世界大戦後，グリーンはベトナム，コンゴ，
パナマ，パラグアイ，ハイチなどアジアや中南米，
アフリカのいわゆる第三世界と呼ばれる地域を訪
れ，そこで見聞し感じたことを新聞や雑誌などのメ
ディアに記事として次々と発表し，さらにベトナム
を舞台にした The Quiet American（1956，『おとな
しいアメリカ人』）等のフィクションに結晶化させ
ている。グリーンは冷戦期における国際的コメン
テーターとしての側面を持つ作家であり，最近のグ
リーン研究の中で注目されているのは彼のこのよう
な一面である。政治的作家としてのグリーンに注目
するマイケル・ブレナンは，以下のように述べてい
る。
Greene’s writings have been interpreted as of-
fering evidence of earnest political convictions
or profound cynicism. Equally, they have been
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viewed as the expression of a journalist’s dis-
passionate reportage or a novelist’s creative op-
portunism in utilizing world events as raw ma-
terials to stimulate his imagination．（Brennan, p.
ix．）
グリーンの「政治的な信念と深みのあるシニシズ
ム」（“earnest political convictions or profound cyni-
cism”）に彩られたポリティカルな言説からは，「ジ
ャーナリストの冷静なルポルタージュ的な要素」
（“journalist’s dispassionate reportage”）と，想像力
を刺激するような歴史的な出来事に対して「機を逃
すまいとする作家としての姿勢」（“novelist’s creative
opportunism”）が浮かび上がってくるというブレナ
ンの見方は，グリーンの特質を的確に捉えている。
小論では1950年代という冷戦構造が明確化され固
定化されつつある時期に，グリーンが，カリブ海の
島国キューバにいち早く目を向けたことに注目す
る。今でこそアメリカとの国交も回復させ，復興の
兆しを見せ始めたキューバであるが，グリーンがこ
の国に関心を持ち始めたのは，カストロによる「キ
ューバ革命」や，世界を震撼させたあの「キューバ
ミサイル危機」が起こる前のことであった。グリー
ンは1956年10月に，キューバを舞台とした Our man
in Havana（1958，『ハバナの男』）の執筆に取り掛か
り，取材のために数度訪れ，1958年6月に書き上げ
ている。そして英米の書店にこの小説がほぼ同時に
並んだのが1958年10月であり，それはキューバ革命
のわずか2か月前のことであった。（Sherry，102）
にもかかわらず，この作品には，その当時世界には
まだあまり知られていなかった，キューバの旧政権
の独裁ぶりや腐敗ぶり，そしてそれに不満を抱くカ
ストロ支持者たちを中心に国内で高まりつつあった
内戦の気運がすでに描かれているだけでなく，4年
後に，第三次世界大戦に突入かと世界が固唾を飲ん
で見守った「キューバミサイル危機」を言い当てる
かのような内容も織り込まれていた。このようなこ
とが，前作『おとなしいアメリカ人』に続き，この
作品でもまたその予言性が指摘される所以であり
（Hull，149－50），我々はこのことにもっと関心を
寄せるべきではないかと思われる。グリーン本人は
「偶然である」と煙に巻くこの予見は，世界情勢を
冷徹に見抜いた上での「先見の明」があったからこ
そのものであり，またそこにはイギリス諜報機関
SIS（MI6）のスパイでもあったグリーンの思惑が
絡んでいた可能性があることを，彼が新聞等のメデ
ィアに発信したメッセージをからめながら考察して
いきたい。
1．グリーンの政治性
グリーンは「カトリック作家」にカテゴライズさ
れることを拒否したのと同様に，「政治的な作家」
（political writer）というレッテルを貼られること
も拒んだ。その理由は，自分の書くスタイルや書く
ことに対する態度は，宗教や政治など外部の出来事
によって影響されているのではないからであると対
談の中で述べているが（Allain，132），その後に続
く以下の言葉は，グリーンにとって政治がどういう
ものなのかを考える上で，より興味深い。
I suppose I can be called a political writer
when I tackled political subject ; but politics
are in the air we breathe, like the presence or
absence of a God．（Allain，87）
つまり，政治は神の遍在と同様，空気のような存在
で，我々の周りにずっと在るのに意識されないもの
であり，逃れることのできない生存に関わる要素や
条件となっているという捉え方である。肉体が空気
によって生かされているように，政治もまた我々の
精神や内面を生かしもすれば殺しもするというこの
作家にとっての政治観には，政治的動乱の社会を風
刺という筆致で描写したジョナサン・スィフトやウ
ィリアム・デフォー等18世紀イギリスの文学ジャー
ナリストの系譜を見る思いがする。さらに同じ対談
の中でグリーンは，もし自分の作品の中にある種の
連続性や一貫性があるとすれば，それは「社会的変
化の可能性に対する関心」（“my concern with the
possibility of social change”）であろうと自己分析
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している。（Allain，88）おそらくグリーンの心を捉
えるのは，社会革命や戦争など歴史的な出来事の兆
しであり，またその中で生きる人間そのものであろ
うと思われる。
実際にグリーンは，そのような場所を求めて，世
界中を駆け抜けた。第二次世界大戦後だけでも，独
立を求めてジャングルでのゲリラ戦争が展開される
マラヤ，ファト・ディエム包囲戦下のベトナム，マ
ウマウの反乱さなかのケニア，恐怖政治下のハイ
チ，ニカラグアの紛争地帯，アジェンデ失墜前のチ
リ，と数え上げればきりがない。危険を顧みずとい
うより，むしろ危険な場所を求めるかのように，こ
れから大きな変化が起ころうとしている政治的混乱
地域にグリーンは直接乗り入れ，その地で見聞きし
たことや体験したこと，感じたことを記し，記事と
して『タイムズ紙』等のメディアに送り，世界に発
信している。変化に対する鋭敏な感覚を持つ作家グ
リーンは，政治的激動の冷戦期，活字メディアを巧
みに使って，文学的ルポルタージュを送り続けてい
る。（2）
その取材姿勢や言説にはいくつかの特色がある。
1つは「私はどこかに帰属することを拒否する」（“I
refuse to belong to this party or that.”）（Allain，89）
と自ら述べているように，どの陣営にも与しないと
いう自由なスタンスであることの表明である。冷戦
期，グリーンの眼差しは米ソの二大強豪国の間で小
舟のように揺れる，アジアや中南米の小国に向いて
いた。キューバのカストロやベトナムのホー・チ・
ミン等との対談や，エッセイの中で示されている小
国の革命勢力や新興勢力へのシンパシーからは，グ
リーンが若き頃より抱いていた，いわゆる「人間の
顔をした共産主義」（“communism with a human
face”）（Allain，95）へのある種のノスタルジーの
ようなものも感じられるが，決して深入りはしない
し，作家としての自分がいずれかの陣営のプロパガ
ンダとして利用されることを由としない。自らの陣
営を選ばないという自由を敢えて取ることで，グ
リーンは描こうとする対象と距離を保ち，作家とし
ての姿勢を示している。例えば「不正」について書
いているときも，自分は「不正」と闘おうという意
志を持って書いているのではなく，「不正」とはど
ういうものなのかについて表現しているのであり，
作家グリーンが書く目的は「事態を変化させること
ではなく，それを表現すること」（“not to change
things but to give them expression”）（Allain，81）
にあるという。
グリーンの政治的言説の2つ目の特徴は，その極
めて反米的な態度である。どこにも軸足を置かない
ことを標榜しながらも，アメリカに対する情け容赦
ない痛烈な批判だけは，終始一貫している。（3）
The temptation to double allegiance tends to
disappear before American capitalism and impe-
rialism. I would go to almost any length to put
my feeble twig in the spokes of American for-
eign policy． （Allain，93）
陣営を選ばないのが自分の主義であるが，唯一アメ
リカの資本主義と帝国主義に対してはこの限りでは
ないとグリーンが自認しているのは，「アメリカの
外交政策」に向けられた厳しい眼差しである。自分
の手法を「弱々しいやり方」（“feeble twig”）など
と半ば自嘲気味に表現しつつも，1950年代，米ソを
盟主とする東西二陣営のパワーバランスを巡っての
かけ引きが，代理戦争としての朝鮮戦争勃発後に新
たなステージに入るのと呼応するかのように，グ
リーンの筆によるアメリカ攻撃はますます激しくな
る。
それが最もよく表れているのは，1952年，9月27
日のイギリスの高級週刊誌『ニュー・ステイツマ
ン』にグリーンが寄せたチャーリー・チャップリン
への公開書簡であろう。既にハリウッドで活躍中の
チャップリンは，『ライムライト』の上映初日の挨
拶のためロンドンに向かっている船中で，マッカー
シーによる赤狩りの嵐が激しく吹くアメリカへの再
入国拒否の通知を受ける。船がイギリスのサウサン
プトンに入ると，待ち構えていた大勢の記者たちに
取り囲まれたチャップリンは「偉大な芸術家の生き
る時代ではない。政治の時代だ……私が望むのは数
本の映画を作ることだけなのに……私はこれまでも
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今も決して政治的な人間ではない。」（“This is not
the day of great artists. This is the day of politics
……All I want to do is create a few of films……
I’ve never been political.”）と述べたと言われてい
る。（Friedrich，395）チャップリンのこの言葉を受
けたかのように，グリーンは手紙の文頭に，この手
紙が「最も偉大な映画界の芸術家」（“the screen’s fin-
est artist”）だけでなく「われらの時代の最も偉大
な自由主義者」（“one of the greatest liberals of our
day”）であるチャップリンに捧げる歓迎文であると
いう一文を敢えて置いている。「自由を求め，映画
を通して自由を描くあなたは十分に政治的です」と
いう隠れたメッセージが込められており，＜真の意
味での自由を求める芸術家＞と，＜自由を標榜しな
がら実際は表現の自由を奪っているアメリカ＞を暗
に対立的に描いているかのようでもある。さらにグ
リーンはこの公開書簡の中で，ハリウッドでの映画
人への一連の締め付けや取り締まりを行った下院非
米活動委員会を「魔女狩り仲間たち」（“witch−hunt-
ers”）と呼び，イギリスの作家やスポンサーにハリ
ウッド作品をボイコットしようと呼びかけている。
そして冷戦下の「同盟国アメリカの恥は我々イギリ
スの恥」（“the disgrace of an ally is our disgrace”）
であり，チャップリンを攻撃することによって「魔
女狩り連中」は，これがアメリカ国内だけの問題だ
けではないことを強調したことになると結んでい
る。アメリカによるチャップリンの国外追放という
世界中が注目する事件をきっかけに，マッカーシズ
ムという表現の場へのアメリカ政府の介入をアメリ
カ国内に留め置かず，インターナショナルな俎上に
持ってこようとするグリーンの意図が見えてくる。
（Greene, Reflections，148－149）（4）
2．冷戦時代の英米の諜報活動
では冷戦コメディ『ハバナの男』を概観してみよ
う。この作品は，故国イギリスを出てキューバで掃
除機のセールをしていた一人の平凡な男が，イギリ
ス情報部を手玉に取るという風刺的スパイ小説であ
る。ふとしたことからイギリスの諜報機関にスパイ
になることを持ちかけられたその男ワーモルドは，
一人娘のミリーに良い暮らしをさせたいという一心
から，この任務を引き受けてしまう。しかしスパイ
の経験もないワーモルドは悩み，唯一の信頼できる
友人であるドイツ人医師ハッセルバッヒャに相談す
る。何らかの理由で故国喪失者となったこの医師は
ワーモルドにとってはメンター的存在で「必要なの
はちょっとした想像力だ」（“All you need is a little
imagination, Mr. Wormold.”）（OMH，58）とアドバ
イスする。イギリスに渡す情報もスパイするために
必要な協力者も，「すべて君がでっち上げればいい
よ，ワーモルド」（“You could invent them too, Mr.
Wormold.”）（OMH，58）と進言する。何もないな
ら何かを創り出せばよいというこの医師は，嘘や秘
密についても独自の哲学を持っている。「秘密には，
人を信じさせるような何かがあるんだよ」（“There
is something about a secret which makes people be-
lieve．）とか，「嘘を嘘として貫き通すなら誰も傷つ
けることはない」（“as long as you lie you do no
harm.”）（OMH，58）とワーモルドのしていること
を正当化し，時に鼓舞する。かくしてワーモルドは，
スパイ小説を書く作家のように詳細な情報を創り出
し，自分に情報をくれる架空のエージェントまで作
り上げ，イギリス情報部 SISの本部に暗号化した報
告書を提出する。
ワーモルドによる偽情報，すなわち創作話がよく
できていたために，ロンドンの情報部本部は半信半
疑ながらも，むしろそれを信じたいがために信じよ
うとする。特にミサイルの発射台らしき図面（実は
新種の電気掃除機の分解図）が送られた時は，一見
電気掃除機のようにも見えるけど，もしかしたら水
爆を上回るような兵器のための発射台かもしれない
と，「我々のスパイであるハバナの男」（“our man in
Havana”）は，「やっかいな情報」を送ってきたと以
下のような戯画化された会話を交わしている。
“Well, the matter is rather urgent. You know
our man in Havana has been turning out some
pretty disquieting stuff lately.”
“He is a good man.” Hawthorne said.
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“I don’t deny it. I wish we had more like him.
What I can’t understand is how the American
have not tumbled to anything there.”
“Have you asked them, sir?”
“Of cause not. I don’t trust their discretion.”
“Perhaps they don’t trust ours.”
（OMH，79－80）
「なぜこのような重要な情報をアメリカが知らない
のかはわからない」（“What I can’t understand is
how the American have not tumbled to anything
there.”）けれど，もともと「アメリカの慎重さを信
用していない」（“I don’t trust their discretion.”）か
ら，アメリカ側にワーモルドが送ってきた情報を知
らせないことにし，「おそらくアメリカ側も我々の
ことを信じてはいないだろう」（“Perhaps they don’t
trust ours.”）と，腹の探り合いをするかのようなイ
ギリスとアメリカの関係がコミカルに描かれている
会話である。冷戦時同盟国でありながらもお互いに
疑心暗鬼にならざるを得ない英米の微妙な関係は，
ワーモルドに騙されているイギリス側が述べること
によって，いっそう戯画化されていると言えよう。
上に引用した対話により炙り出されている英米の
関係は，冷戦時代の実際の英米の諜報機関の関係を
反映している。英米の情報共有は第二次世界大戦時
から既に始まっていて，日本の海軍外務省の暗号や
ドイツのエグニマ暗号を解読することに英米二国間
で協力体制を敷くことが必要となり，1942年には米
英の情報組織が通信傍受の共有を規定した「ホール
デン協定」，1943年には「BRUSA協定」が結ばれ
た。しかし，ドイツとイタリア担当のイギリスがこ
の時点では主導権を握っていたことや，アメリカの
暗号解読が陸軍と海軍に分かれて行われていて双方
の関係があまり良くなかったことなどで，イギリス
は情報漏洩の懸念をアメリカに抱いており，一方ア
メリカも老獪なイギリスがまだ秘匿している情報が
あるのではないかという疑念や，イギリスがアメリ
カの暗号も解読しているのではないかという疑惑を
その後も捨てられなかったという。（小谷，33）
太平洋戦争終結後の英米の情報についての協力体
制は，ソ連という新たな共通の敵を対象とする協力
システムの構築の必要を迫られることになる。英米
両国による対ソ通信傍受協力のための動き「バーボ
ン計画」がトルーマン大統領を動かし，それは単な
る情報交換・情報共有にとどまらない傍受・解読作
業を英米協同で行うというより包括的なものへと発
展する。そしてカナダ，オーストラリア，ニュージー
ランドなど英連邦を巻き込んだ世界規模の情報傍受
ネットワークのための協定「UKUSA協定」が1946
年に締結されるに至る。（5）この協定の下に活動を行
ったインテリジェンスにおける冷戦初期の米英協力
体制は，主としてソ連の情報解読プロジェクト「ヴ
ェノナ」を中心に進められていくが，その後も英・
米の関係は必ずしも良好であり続けたわけではな
い。英・米両国に忍び込むソ連のスパイによるヴェ
ノナ情報のリーク（6），極東・中東（特にパレスチナ）
に対する英・米の外交政策の違いなど，両国の足並
みはそろわず，1970年代の東西デタント期間にはむ
しろ亀裂を生むこともしばしばであった。先に引用
したイギリス情報部のロンドン本部での会話はその
ようなその後の米英の思惑の絡んだ緊張関係を予見
して皮肉るかのような描写でもある。
さらに，互いの高度な暗号をいかに解読するか，
そして敵対する相手に解読されないようなレベルの
高い暗号を考えるかが，当時の英米を中心とした西
側，のみならず東側陣営においても最重要課題であ
ったことを考えると，『ハバナの男』の偽スパイワー
モルドが使った情報伝達方法が，チャールズ・ラム
（Charles Lamb，1775－1834）の『シェイクスピア
物語』（Tales from Shakespeare，1807）を使用して
の暗号文の作成という，極めて古典的，アナログ的
なものであったのは，シニカルであり，また滑稽で
もある。
3．キューバ内戦
グリーンは，この作品を書いた目的について，そ
れはキューバについて語ることではなく，「秘密諜
報機関を笑いものにすること」（“to make fun of the
Secret Service. ”）であると述べ，（Allain，59）さ
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らに「冷戦のばかげたことの中」（“among the ab-
surdities of the Cold War”）でなら，喜劇が許され
るのではないかと思って，十数年前に思いついてい
た喜劇的題材（7）を再度思い出したという。（WE，240
－241） そして実際に途方もない空想的な喜劇を
書こうと決め，キューバの奥深くに入り，革命前の
キューバの現実を知り，初めてそれまでの自分の無
知を思い知ったと以下のように述べている。
Strangely enough, as I planned my fantastic
comedy, I learned for the first time some of
the realities of Batista’s Cuba. I had hitherto
met no Cubans. I had never travelled into the
interior. Now while the story was emerging, I
set about curing a little of my ignorance．
（WE，241）
彼の目に映ったキューバの姿，あるいは冷戦史の
中に刻まれたキューバの現実とはどのようなものだ
ったのであろうか。1954年から1966年の間にグリー
ンはキューバを7回訪れ，『ハバナの男』を書いた
後も，新聞社からの依頼で取材を重ね，カストロと
も対談している。グリーンが関わっていたのは，ま
さにこの小さな島国キューバにとっては激動の時代
であったのである。
キューバの近代の歴史は，目と鼻の先にある超大
国，アメリカとの関係ぬきには語れない。先述した
ようにアメリカに対して常に強い反感を抱いていた
グリーンにとっては，この点もキューバに関心を持
つ要因になっていると思われる。19世紀末，アメリ
カの支援によりスペインからの独立は果たしたもの
の，その後は事実上アメリカの保護下に置かれ，軍
事的にも経済的にも反植民地状態であったキュー
バ。そのキューバに真の独立をと願う若き弁護士フ
ィデル・カストロは，1953年，アメリカの傀儡政権
バティスタによる暴政や独裁政治に不満を抱く青年
たちと蜂起し，モンカダ兵舎を襲撃するも失敗に終
わる。亡命先のメキシコで出会ったチェ・ゲバラと
共にゲリラ戦の訓練を受け，1956年に密かにキュー
バに上陸し，山中に身を潜めて2年間のゲリラ闘争
を続ける。グリーンが作品執筆のためにキューバを
訪れた1956～1958年は，まさにこの時期，カストロ
をリーダーとする反バティスタ政権の人々が，腐敗
した政権の暴力や圧政に苦しみながらも結束を固め
ている頃であった。1957年に滞在した時には，グリー
ンは厳戒令下の危険区域サンチャゴにも行き，バテ
ィスタ政権のスパイらしい人物に尾行されながら
も，カストロ派の主要人物に会い，山中のゲリラに
防寒衣服を運ぶことまでしている。（WE，244）
この時の滞在で，グリーンの心を強く捉えたのが
「子供たちによる革命」の光景である。父親がカス
トロ派のゲリラに加わったため，10歳を頭にした3
人姉妹が兵隊たちに人質として連れていかれたこと
に抗議した子供たちが，授業をボイコットして街頭
でデモを行っている光景にグリーンは釘付けになっ
ている。その時の模様は後の回想記に以下のように
記されている。
Next morning I saw a revolution of the chil-
dren. The news had reached the schools. In the
secondary schools the children made their own
decision − they left their schools and went on
the streets. The news spread. To the infants’
schools came the parents and took away their
children. The streets were full of them. The
army gave way and released the three little
girls. They could not turn fire hoses on the
children in the streets as they had turned them
on their mothers or hang them from lamp−posts
as they would have hanged their fathers．
（WE，248）
「そのニュース」（“the news”）とは3人姉妹が
兵士たちに連れていかれたというニュースであり，
子供たちが自らの意志で姉妹の開放を求め街頭に繰
り出し，通りがたちまち彼らであふれんばかりにな
っている。父親や母親には残虐なことをした軍隊も
子供たちを前になす術もなく，結局3人姉妹を開放
している。
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4．メディアを通じての英政府批判
グリーンは，国内外でその時々に話題になってい
る，あるいはまだ話題になっていないトピックにつ
いて，投書や取材記事という形で，新聞・雑誌など
の活字メディアを頻繁に，また巧みに利用している
のであるが，（8）キューバに関しても同様であった。
その中で，当時のイギリス国民に印象付けられたで
あろうと思われるのは，グリーンによる以下の投書
である。
Sir,− The welcome success of Dr. Fidel Castro
in overthrowing the dictatorship of Batista re-
minds us again of the extraordinary ignorance
of Cuban affairs shown by the Batista Govern-
ment…… One reads with distress of the bomb-
ing by Batista’s forces of the beautiful seven-
teenth century town of Trinidad − with more
distress because the planes and the rockets used
were very likely British, planes supplied be-
cause the Foreign Office acknowledge that they
were unaware that there was such thing a civil
war in Cuba．
（The Times，3 January1959．）
これはイギリスの保守系新聞『タイムズ』1959年1
月3日版に掲載された，タイムズの編集長あての手
紙という形の投書であるが，この2日前の1月1
日，キューバのバティスタ大統領がニューヨークに
逃亡し，ついにカストロ率いる革命軍が勝利したの
で，グリーンはそのニュースを見ていち早く反応し
て書いたと思われる。旧政権によってなされていた
キューバでの出来事に英国民が極端に無知であり，
英外務省が内戦を証拠づける把握できていなかった
ために，キューバ国民を暴力で押さえつける旧政権
にジェット戦闘機を供給し，そのために美しいトリ
ニダッドの街が破壊されたことへの憤りを表明して
いる。
続く1月6日の『タイムズ』紙には，同紙のキュー
バに関する記事に異議を申し立てたグリーンからの
次のような投書が掲載されていて，外務省の誰がこ
んなでたらめな情報を出しているのかと重ねて政府
を非難している。
Sir, − Your Diplomatic Correspondent writes
in your issue of today that ‘I was reported un-
officially in October that the Batista regime was
in complete control Cuba except for a small
mountainous area in the east.’ If this be the
case the mystery of who was informing the
Foreign Office of what deepens.
I arrived in Cuba on12 October, my first
visit Since November1957，and the deterioration
of Batista’s position was obvious.
（The Times，6 January1959．）
自分が1957年の11月にキューバを初めて訪れた時か
ら，バティスタ政権は既に腐敗していたと，自分の
見識の確かさを述べることもグリーンは忘れてはい
ない。イギリス政府の対キューバ政策に関してその
対応の遅れや認識の甘さを批判したグリーンの記事
は，外務省も気にしていたと見え，外務省からの問
い合わせに答えてこの記事を読んだキューバのイギ
リス大使館からの弁明書がイギリス国立公文書館に
残っている。（AK1015／58）
キューバに関する『タイムズ』に載ったグリーン
の一連の主張は他のメディアにおいても取り上げら
れ，例えば，1月16日の『ザ・スペクテイター』で
は，この件に関しての外務省とのインタビュー記事
へと発展している。この時点においても外務省の担
当官は，キューバに革命があったという事実はない
と否定し，「ミスター・グリーンが小説の中で，掃
除機が売れないのでお金が欲しかったワーモルドに
『革命があった』と言わせただけ」と以下のように
述べている。グリーンのメディアでの言説に信憑性
がないことを述べるのに，敢えてこの時点でのグ
リーンの近刊のフィクション，偽情報を売る偽スパ
イを登場人物とした『ハバナの男』を引っ張ってき
ているのだ。
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P. S. : I’m afraid that I don’t understand, sir.
Mr. Graham Greene in the Times says
that he is quite sure that there is and
always has been a revolution in Cuba.
F. S. : Mr. Graham Greene made Mr. Wor-
mold say that there was a revolution
in Cuba, but he explained that Mr.
Wormold only said that because he
wanted some more money as he could
not sell his vacuum cleaners.
（The Spectator，16 January，1959）
革命が成功し首相の地位についてからのカストロ
は，アメリカ資本を没収するなどの政策で，次第に
アメリカとの関係を悪化させていく。イギリスはこ
の段階では対キューバ外交でまだ様子を見ている状
態であったが，1959年10月の『タイムズ』では以下
のように，グリーンは「英政府はジェット戦闘機を
バティスタ政権に売ったのだから，カストロ政権に
も武器を与えるべき」と皮肉たっぷりの過激な調子
でカストロ支持を表明したりもしている。
There is a saying that justice should not only
be done but be seen to be done. There will
surely be little visible justice if the British
Government refuses the replacement of jet fight-
ers to Castro in time of peace（even though an
uneasy peace）when it supplied jet fighters to
Batista in the middle of the civil war.
（The Times，19 October，1959）
さらに1962年2月，アメリカが NATO諸国に対
してカストロ政権を抑え込むための協力を要請する
に及んで，グリーンは同年同月21日の『タイムズ』
紙に投稿して，バティスタ政権がアメリカから支援
を受けていたこと，革命の機運を察知できなかった
イギリス政府がこの国に戦闘機を売ったことを再び
読者に喚起させ，「カストロ政権が独裁的で不当で
あるというアメリカの作り話」（“the American story
that Castro’s regime was despotic and unjust”）には
注意が必要であることなどを訴えている。（Adam-
son，141）（8）
これより1年前の1961年4月28日の『タイムズ』
紙には“Lines on the Liberation of Cuba”（「キュー
バ開放に寄せる詩」）が掲載されている。1961年は
アメリカがキューバ産砂糖の輸入の全面禁止し，キ
ューバとの国交を断絶し，アメリカの支援を受けた
亡命キューバ人によるかウトロ打倒作戦「ピックス
湾事件」の起こった年である。このようなアメリカ
によるキューバへの一連の締め付けや排除をグリー
ンらしいパロディで皮肉っている。（Reflec-
tions，206）
後年の回想記の中でもグリーンは，『ハバナの男』
を書いたことの真のターゲットは「英国スパイの滑
稽愚昧さ」（“the absurdity of the British agent”）で
あり「革命の正当性」（“the justice of the revolu-
tion”）ではなかったことを繰り返し，あくまでもど
ちら側にも加担する者でもないことを主張している
が，（WE，249）ことアメリカが絡んでくると話は
違ってくるようである。
5．核戦争への恐怖とキューバ危機
第二次世界大戦が終結してまだ間もない1945年10
月にジョージ・オーウェルが早くも名付け，いみじ
くも「平和なき平和」（“peace that is no peace”）
と形容し，ジョン・ルイス・ガディスが20世紀の大
国間では「最も長い安定期」（“the longest period of
stability”）と呼んだ冷戦期。その中の「安定」や「平
和」は危険や恐怖と隣り合わせにある限定的なもの
であった。西側陣営のトルーマンドクトリンやマー
シャルプラン，NATO軍の結成，それに対抗する
形での東側陣営のコミンフォルム，コメコン，ワル
シャワ条約機構の結成と，米ソ二大巨頭が率いるイ
デオロギー・経済的・軍事的体制の対立構造はます
ます深まり，それに伴って，僅か8年前の広島長崎
の悲劇を忘れたかのように，世界は核開発競争に突
入していく。1952年にアメリカが水爆を完成させる
と，翌年ソ連も水爆実験に成功させ，やがてイギリ
スとフランスが核保有国となり，核による牽制はと
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どめのない軍拡へと突き進み，人類は核戦争の脅威
にさらされることとなる。
クリストファー・ハルの指摘を俟つまでもなく
『ハバナの男』はこのような状況下の「核の応酬と
いう第三次世界大戦に対する現実的な恐怖」（“tangi-
ble fear of a Third World War involving nuclear
exchange”）（Hull，150）が反映されている。それが
象徴的に表われているのは，物語の最初の部分で，
医師ハッセルバッヒャがワーモルドに向かって言っ
た次の言葉であろう。「我々は，核の時代に生きて
いるのだよ。ボタンを一つ押したら，ドカン，我々
はどこに行くやら」（“We live in an atomic age, Mr.
Wormold. Push a button − piff bang − where are
we?”）（OMH，5）というセリフには，虚無的，ニ
ヒリスティックな響きも漂う。ひとたび原水爆とい
う兵器が使われたならば，それはおそらく人類滅亡
への道へと一気に突き進むであろうことを，東西の
対立の先鋭化の中で，当時の人々は不安と共に痛感
していた。そしてそのような世界の不安や緊迫が一
挙に高まったのが，20世紀の歴史に残る「キューバ
ミサイル危機」であったのである。核開発競争を繰
り広げつつ，核による瀬戸際外交でかろうじて維持
されている均衡や安定の危うさを，多くの人が感じ
ていたであろう。しかしその均衡が破られるきっか
けが，カリブ海のこの小さな島国であると予想でき
た人が，グリーン以外に果たしてどれほどいたであ
ろうか。
アメリカとの距離を徐々に広げていったカストロ
キューバは，それと反比例するように，1960年2月
ソ連から1億ドルの信用供与受けるなどまずは経済
的側面から，そして軍事的な方面からと，ソ連への
傾斜を深めていく。これに対してアメリカは，ピッ
グス湾侵攻，マングース作戦などのカストロ打倒の
作戦を陰で企てる一方で，キューバ全面的貿易封鎖
など外交面においてキューバとの強硬な対決姿勢を
とるようになる。そのような動きに対抗するソ連フ
ルシチョフの行った選択は大胆にもキューバへの
「核ミサイル配備」であったのだ。すでに米ソは大
陸間弾道ミサイルや潜水艦弾道発射ミサイルで，世
界中どこへでも核兵器を発射できる技術を持ってい
たが，核の保有や開発は，お互いに自らの戦力を誇
示し相手をけん制するための，瀬戸際外交の切り札
に過ぎなかったので，アメリカ側は，ソ連軍のキュー
バへの動きが活発になってきたことを察知していた
ものの，あくまでも防衛的なものであるという認識
であった。1962年10月16日の朝，アメリカのスパイ
偵察機がキューバで中距離弾道ミサイル基地を発見
し撮影したとの知らせを受け取った，ケネディ大統
領は，大変な衝撃を受けたと言われている。（9）キ
ューバへの空爆か，海上封鎖かの激しい議論が交わ
され，ケネディ大統領はソ連非難声明を出しキュー
バ周辺の海上封鎖を宣言する。（Munton，64－65）
第三次世界大戦に突入する一歩手前まで来た歴史的
瞬間を，世界は固唾を飲んで見つめていた。
このキューバ危機をきっかけとして米ソの2大陣
営は，ひとたび核戦争が起これば人類は絶滅するこ
と，冷戦の競争の中で生まれたこの兵器は「米ソそ
れぞれに対する脅威よりも，その双方に対してより
大きな脅威であること」を思い知るに至る。（Gad-
dis，100）この後，米ソの間に明示的な合意が生ま
れ，1963年の部分的核実験禁止条約などデタントの
始まることを考えると，キューバ危機はまさに冷戦
の分岐点であった。（10）
そこから遡ること4年も前に『ハバナの男』の中
で，グリーンも「キューバ上空からのミサイル基地
の撮影」という状況を設定していたということは，
きわめて興味深い。ワーモルドが送ってきた図面
が，核ミサイルの発射台であるかもしれないと推察
した後，その情報をより確実にするために飛行機を
チャーターして上空からの写真を得るために，「ハ
バナの我々の雇った男」に手配するようにイギリス
諜報部の本部長が命じている場面として以下のよう
に表現されている。（11）
“I don’t know what it’s all about, but I do
know this thins is Big. Tell our man we must
have photographs.”
“I don’t quite see how he can get near enough
……”
“Let him charter a plane and lose his way over
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the area. Not himself personally, of course.”
（OMH，81－82）
冷戦下の世界情勢に冷静なまなざしを向けていた
グリーンの中には，アメリカと目と鼻の先にあるキ
ューバという島国に核ミサイルが東側から持ち込ま
れるということが持つ意味の大きさに対する認識
と，それが全くの絵空物語でなく，将来有りうるこ
とであるという確信にも似たが未来予想図があった
と思われる。かつては支配国であった，自分の庭の
ような国に置かれ，そこから自分たちに向けられた
死の兵器。しかもそのことにずっと気づかずにいた
とすれば，アメリカにとってこれほどの衝撃的なこ
とはない。
『ハバナの男』の中で，ワーモルドと，彼に疑い
を持つ地元の警視との間でも下のような会話が交わ
されている。
“Is there anything in Cuba important enough to
interest Secret Service?”
“Of course we are only a small country, but
we lie very close to the American coast. And
we point at your own Jamaica base. If a coun-
try is surrounded, as Russia is, it will try to
punch a hole through from inside.”
（OMH，158．）
キューバのような小さな国が，どこかの国の諜報機
関にとって重要になるのは，キューバがアメリカの
海岸の近くに位置し，またイギリスの植民地である
ジャマイカの基地とも向かい合っているためである
と，その地理的な特殊性が作品の中でも指摘されて
いる。核兵器の開発競争とそれを切り札にした瀬戸
際外交という冷戦構造の中で，グリーンは既にキ
ューバという国がいかに重要な場所であるかに気付
いていた。「ロシアのように，取り囲まれている国
なら，内部から穴を開けるしかない」という最後の
言葉も暗示的である。「革命が起こったロシアのよ
うに」と言わんばかりに，キューバでの市民革命の
可能性を示唆しているかのようなセリフである。偶
然ではない。冷戦時代の諜報戦の愚かさ滑稽さを描
くフィクションの舞台として，グリーンは確信をも
ってキューバを選んだのである。20世紀の混迷を極
める政治情勢の中で，グレアム・グリーンという作
家は情勢を正確に読み取り，分析し，一歩先にある
状態を具体的に描くことができる豊かな想像力と慧
眼の持ち主であったことは確かである。（12）
6．グリーンのエスピオナージ
グリーン自身のエスピオナージについては情報公
開に伴って徐々にあきらかになりつつある。第二次
世界大戦中に限られた期間，イギリス情報部 SISに
所属していたことなどは，グリーン自らも回想記な
どで語っていることであるが，実際は1980年代の初
期までイギリス情報部の下でスパイ活動をしていた
ことが，グリーン亡き後，公文書の情報公開やグリー
ンのバイオグラフィー作成に携わる研究者らにより
徐々に明らかになってきている。（Shelden，33）
（West，157）等。（13） だとすれば，『ハバナの男』
というフィクションで自らも所属するイギリス諜報
部 SIS（MI6）を嘲笑うような小説を書き，メディ
アを通じてイギリス政府の対キューバ政策を容赦な
く批判し，社会主義陣営に入ったカストロを擁護す
る等の，キューバを巡ってのグリーンのこの一連の
パフォーマンスはどのように捉えるべきであろう
か。
グリーンが生前から認めていた唯一の伝記作家
ノーマン・シェリーは，グリーンが亡くなってから
の出したバイオグラフィーの中で，グリーンのキ
ューバ訪問に関してMI6はすべて掌握していたと
次のような興味深いことを述べている。
Greene went to Havana to write his novel and
later the film script. MI6knew about his visits.
He also met with a representative of the For-
eign Office prior to departure. He would report
on what he observed, attitudes of mind : he
would criticise the British government in the
press ; would rightly vilify the corrupt Batista
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government ; he would praise, and overpraise,
Castro’s government ; he would criticise Ameri-
can government policy, as it often seemed he
did, but, even so, he would report to his one−
time employers − MI6! （下線は筆者）
（Sherry，135）
MI6が把握していた情報は，小説や映画の脚本
を書くためのグリーンのキューバ訪問とその行動だ
けではない。グリーンが新聞で政府を批判すること
やカストロを擁護すること，アメリカの外交政策を
批判することまで，すべて予めMI6にグリーン自
身が報告していたというのである。シェリーはその
エビデンスまでは明らかにしていないが，『ハバナ
の男』を書いたグリーンの真意を次のように推察し
ている。
I believe that was part of Greene’s grand plan.
It must have been suggested, perhaps in casual
conversation, that if he made fun of British In-
telligence, Cuba wouldn’t take it, or him, seri-
ously. If Greene were ever questioned by Cas-
tro, his novel would stand to minimize anything
he might have told MI6．Those who thought the
spy was significant would see that the lightness
of the dialogue, along with the sheer fatuity of
the head office in London, made it frivolous.
As a camouflage, it would have its uses．
（下線は筆者）（Sherry，135）
イギリス情報部を馬鹿にした小説を書けば，キ
ューバ側も自分のことを深刻には受け止めないであ
ろうし，スパイをするという行為を重要視する人
も，もっと軽く見るようになり，要するにカモフラー
ジュとして役立つと言う提言をグリーンがMI6に
行ったのではないかというのがシェリーの推測であ
り，すべては「グリーンの壮大な計画の一部」（“part
of Greene’s grand plan”）だと述べている。
またマイケル・シェルデンはその辛口のグリーン
伝記の中で，1950年代に入る頃にはイギリス情報部
も既にグリーンの扱い方を心得ていて，グリーンの
「作家という隠れ蓑」（“his literary ‘cover’”），すな
わち作家だからこそ可能な隠ぺい工作が，しばしば
イギリスの諜報活動に役に立つことがわかり，その
利用価値を知った上でグリーンのスパイ活動を許容
していたと述べている。（Shelden，38）加えてシェ
ルデンは，グリーンは「スパイとしてはさほど重要
な人物ではなかった」（“an important figure in the
world of espionage”）けれど，「作家ならではの洞
察力」（“novelist’s insight”）もあったし，他のスパ
イでは許されないようなところに行くこともできた
ことが評価され，何よりもグリーンが反米的な言説
を繰り返し，カストロやホー・チ・ミンのようなイ
ンターナショナルな社会主義者から信頼を得ている
ことが，イギリス諜報部がグリーンをスパイとして
使っている最大の理由なのだと，以下のように述べ
ている。
Perhaps the reals significance of his long rela-
tionship with SIS is that it calls into question
his image as a trusted friend of international
socialism. As his literary fame grew, and as the
number of his anti−American comments in-
creased, he found it easier to gain access to
such leaders as Fidel Castro, Ho Chi Minh and
General Omar Torrijos…… His cover was so
good that none of the dictators seems to sus-
pect him of being anything besides a friendly
literary man with a soft spot for their style of
political leadership． （Shelden，38）
作品を書くためという大義名分がある限り，作家
はどこに行っても誰に会っても不思議ではないし，
時にはその発言内容や行動に逸脱的なものがあった
としても，大目に見られるという利点もあり，ある
意味，もの書きという職業はエスピオナージに適し
ている。作家であるというグリーンの隠れ蓑は大変
功を奏し，彼と会った革命家や指導者たちは，彼ら
の友好的な文学者がイギリスの諜報員だとは誰も疑
うことはなかったとしても不思議ではない。
グレアム・グリーンと冷戦――その1 キューバをめぐって――
― １１ ―
さらにシェルデンの「グリーンがアマチュアのス
パイであったが役に立った」（“Greene was amateur-
ish but useful”）（Shelden，37）という言葉は，ア
マチュアであったことがかえって効果的であったと
も解釈できる。これはグリーンのエスピオナージが
「道楽半分の素人性」（“dilettante”）であったこと
が利点であったとするブレナンの指摘にも通じる。
（Brennan，107）冷戦時代の国際政治の裏事情に通
じ，メディアを駆使してメッセージを発信する小説
家は，本物のスパイではないがゆえに，イギリス情
報部にとって有用だったのである。
なぜグリーンはスパイ活動に関わることに興味を
持ち，また実際に関わったのであろうか。ひとつに
グリーンには刺激と危険を求める傾向があることが
挙げられよう。オックスフォードの学生だった頃，
「危険なことを経験してみたいという思いつき」だ
けで，ドイツ大使館に志願し，後の左翼の闘志クロー
ド・コックバーンとドイツでスパイまがいのことを
行っている。後に回想記 A Sort of Life（1971，『あ
る種の人生』）の中でこのことを振り返りながら，「ス
パイと小説家には共通する何か」があるとし，「観
察し，立ち聞きをし，動機を探り，性格を解剖」し，
そして目的や理想に向かって「突進すること」だと
述べていて，作家としての自分がスパイに向いてい
ることの表明であるとも読める。スパイと作家の共
通点としての適性を備えていること，これはグリー
ンがスパイ活動に携わる動機の第二の理由でもある
と言えよう。そして三つ目の動機として，グリーン
が人一倍秘密や裏切りに憑りつかれた作家であると
いうことが挙げられる。かつて情報部の上司だった
キム・フィルビーがソ連のダブルスパイであったこ
とが判明した時も，グリーンはフィルビーを擁護し
たし，二重スパイの苦悩を描いたフィクション The
Human Factor（1978，『ヒューマン・ファクター』）
のモデルは，本人がいかに否定しようとフィルビー
であることは疑いようがない。（14）
おわりに
ジョージ・オーウェルがいみじくも述べていた
「平和なき平和」の時代，冷戦時代。この政治的な
時代の世界を見つめるグリーンのまなざしは，近未
来を予言するかのように冷徹であり明晰であった。
その反米的な姿勢にややエキセントリックな面があ
ることは否めないが，冷戦構造が米ソの覇権争いの
中で形成されたものであること，この時代の国際秩
序が「パックス・ルッソ・アメリカーナ」という米
ソのパワーバランスの上に成り立っていることを，
中南米やアフリカの第三世界の弱小国から見つめよ
うとした。キューバについてもまたしかりである。
米ソの権力抗争の嵐の中の小舟のように揺れる革命
前のこの島国で，肌で感じた市民戦争の機運を，記
事として書きメディアを通じて発信し，そしてフィ
クションにする。実は自らも深くかかわっていたイ
ギリス諜報部を嘲笑うかのような冷戦コメディ『ハ
バナの男』は，英米の腹の探り合いのような諜報合
戦や核への恐怖といった時代を反映したものであ
り，後に世界を震撼させる「キューバミサイル危機」
を予言するような内容であった。前作『おとなしい
アメリカ人』においては，徐々に忍び寄るベトナム
へのアメリカのプレザンスを予見していただけでな
く，それを物語の最初と最後で繰り返すという円環
構造をとることで，作品そのものの物語構造の中に
も取り込んでいたが，（Diemert，217）『ハバナの男』
というフィクションではどうであったか。
グリーンは『ハバナの男』を一種のメタフィクシ
ョンとして仕掛けた。（15）ワーモルドに「情報」を
「創作」させることによって，作品内でも「現実を
フィクションとして語らせた」のである。ワーモル
ドが密かに心を寄せる女性ベアトリスは，ロンドン
から彼の見張り役として送られてきた女性である
が，彼女にワーモルドに向かって「あなたは小説家
のように語るのね」（“You talk like a novelist.”）と
か「時々，あなたが自分の協力者を本の中の役付き
でない人物のように扱っているように思えるわ」
（“Sometimes I think you treat your agents like lay
figure, people in a book.”）（OMH，112）等と語ら
せることで，グリーンは作品内の現実と虚構世界の
境界をより曖昧にさせるような仕掛けを作ってい
る。
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このようなメタ的な構造で，虚構と現実にどれほ
どの差があるのかと，作品内の人物を，そして読者
を揺さぶりにかけ，『ハバナの男』というフィクシ
ョンはフィクションの枠を超え，冷戦時代の世界の
現実へと迫ってくる。そこには作家であるグリーン
自身の実像と虚像の曖昧化も意図されていたとすれ
ば，グリーンはこのような重層的な小説を書くため
に，彼からイギリス諜報部に近づきMI6を利用し
たのではないかという推察も可能である。ワーモル
ドがイギリス諜報部を手玉に取ったように。先に引
用したシェリーの言葉を借りるなら，メタフィクシ
ョンとしての『ハバナの男』はもちろん，MI6と
のからみや『タイムズ』紙への政府批判の投稿など，
キューバを巡ってのグリーンの一連の言説や行動は
すべて，政治的状況への知見と豊かな想像力とによ
って彼が創り上げた「壮大な計画」の一部であった
と言うことになるであろうか。
注
（1）例えば海外においては Leerom Mdovoi, “Democracy,
Capitalism, and American Literature : The Cold War
Construction of J. D. Salinger’s Paperback Hero.”
Foreman．1997，Peter Kuznick and James Gilbert, Re-
thinking Cold War Culture（Washington : Smith-
sonian，2001），Andrew Hammond, ed., Cond War Lit-
eratures : The Writing the Global Conflict（London :
Routledge，2006），Andrew Hammond, British Fiction
and The Cold War（London : Macmillan，2013）等。
国内でのアメリカ文化・文学研究においては山下昇編
『冷戦とアメリカ文学―21世紀からの再検証』（世界
思想社，2001年），村上東編『冷戦とアメリカ―覇権
国家の文化装置』（「臨川書店，2014年」等があるが，
イギリス文化・文学についての論考は少ない。
（2）1950年の前半，イギリスやフランスの雑誌や新聞の
特派員として，仏領インドシナに何度も足を運び，熱
心に取材活動を行い，多くの記事を書いている。第一
次インドシナ戦争を背景として書かれた『おとなしい
アメリカ人』の「ジャーナリスティックな側面」に注
目した論考に Bernard Bergonzi, A Study in Greene :
Graham Greene and the Art of the Novel（Oxford Uni-
versity Press，2006）等がある。なお，阿部曜子「ル
ポルタージュとフィクション―インドシナ戦争下のグ
レアム・グリーン」（2011）では，グリーンが政治と
いうリアリティーに向けた眼差しとその表象の在り方
について，『サンデー・タイムズ』紙に寄せられた記
事と『おとなしいアメリカ人』での描写を比較しなが
らの分析を試みた。
（3）グリーンの反アメリカ主義については Brian Diemert,
“The anti− American : Graham Greene and the Cold
War in1950s,” Andrew Hammond（ed．），Cold War
Literature，2009．等の論考がある。
（4）この公開書簡の中でグリーンは17世紀末のイギリス
で起こったタイタス・オーツによる「カトリック陰謀
事件」を引き合いに出し，集団ヒステリー状況を引き
起こし国中がパニックに陥った17世紀のこの事件とそ
の背景社会を，冷戦時のアメリカのマッカーシズム旋
風に重ねているとことは興味深い。この公開書簡のさ
らに詳しい分析についての詩論は，阿部曜子「グレア
ム・グリーンの反アメリカ主義―初期冷戦時代を中心
に」（2016）を参照。
（5）「UKUSA協定」がそれまでの「ホールデン協定」
や「BRUSA協定」と異なる点は後者が戦争遂行もし
くは終結を目指して結ばれた米英の情報共有の取り決
めであるのに対して前者は，ソ連という仮想敵国を米
英がともに見据えての予防的な目的から生まれたもの
であると言える。（小谷，41）
（6）アメリカ側では1950年ドイツ出身の核科学者クラウ
ス・フックスがスパイ容疑で逮捕されたことを発端と
するローゼンバーグ夫妻によるヴェノナ文書漏洩事件
があったが，イギリスにおいては政府諜報機関まで浸
透していた一連のソ連スパイ発覚事件はより深刻であ
った。ヴェノナ情報から発覚したイギリス外務省高官
のドナルド・マクリーンのソ連スパイ容疑と，その逃
亡を企てたイギリス情報部MI6ワシントン支部長の
キム・フィルビーらの素性発覚，いわゆる「ケンブリ
ッジ・ファイブ事件」は英米情報機関にとって大打撃
であった。フィルビーが第二次世界大戦時にMI6に
所属していたグリーンの上司であったことは回想記な
どでグリーン本人も認めている。
（7）思い出した題材とは，かつてグリーンが第二次世界
大戦中にイギリス情報部に勤務していた際に，1943年
から44年にかけて調べていたポルトガルの行われてい
たドイツのアプヴェール活動のことである。イギリス
に戻り，キム・フィルビーのセクションに配属されポ
ルトガルの担当となったグリーンは，存在もしないス
パイを仕立て上げ架空の情報をドイツ本国に送り続け
たというこのイベリア半島の逆スパイ活動を知り，興
味を抱く。そしてそれをヒントに，グリーンは最初，
エストニアのタリンを舞台にする映画のための脚本を
考えていたと言う。この物語がグリーンの無意識の中
で眠り続けたまま時を経て，冷戦時のキューバを舞台
とする作品になったことが，回想記の中で記されてい
る。（WE，238－240）
（8）グリーンがメディアに送り続けた数々の投書につい
ての分析・論考は，阿部曜子「グレアム・グリーンに
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みる＜投書＞というメディア」（2009）を参照。
（9）ケネディ大統領の下に，アメリカの偵察機 U2がキ
ューバ上空で核ミサイルの写真を撮影したという知ら
せが届いたのは，1962年10月16日朝刊を読んでいたき
だった。瞬く間に驚き，衝撃，怒り，恐怖という一連
の反応を示した大統領は，自分がまさにとてつもなく
困難な事態に直面しつつあることを知る。（Mun-
ton，49） その後の13日間の水面下も含め様々な交
渉や，大統領側近の者のみが知る息が詰まるような瀬
戸際外交の裏の様相は，弟ロバート・ケネディの手記
Thirteen Days : A Memory of Cuban Missile Crisis
（1971）に詳しい。
（10）まさにこの危機を乗り越えることができたのは「双
方の側の純然たる恐怖心という非合理性」であり，以
後，米ソ双方の外交・軍事政策はこの「非合理性」を
「合理性」に向けることに注がれた。（Gaddis，100）
（11）ところがキューバに関しての実際の情報収集には
アナログ的側面もある。イギリスの国立公文書館に保
管されている外務省のファイルには，キューバ危機以
降，キューバのイギリス大使館からミサイル危機後荷
物を運び出すソ連のトラックが，航空写真ではなく「手
描きのイラスト」で報告されている。（AK1201／24）
（12）1955年に刊行された前作『おとなしいアメリカ人』
では，朝鮮戦争後，中ソ共産主義勢力のアジア進出を
恐れたいわゆるドミノ理論によって，アメリカがイン
ドシナ半島のベトナムに徐々に介入していき，じわじ
わとその存在感を増してくる不気味さをグリーンは描
いたグリーンであったが，これもアメリカが北ベトナ
ム空爆によりベトナム戦争が開始される遥かに前のこ
とであった。
（13）大戦後のグリーンがスパイ活動を再開したのは，
戦後の荒廃したウィーンを舞台にした映画 The Third
Manの脚本を手掛けた時の映画監督のアレキサン
ダー・コルダの手引きによると言われている。コルダ
は長年 SISのスパイを務めていた。（Shelden，36）
（14）グリーンとフィルビーの関係については Gordon
Corera. MI6：Life and Death in the British Secret
Service．2011（p．245－247）やMartin Pearce. Spymas-
ter．2016（p．369－371）に詳しい。
（15）この作品がメタフィクションであることの指摘は
多くなされている。Philip Stratford, Faith and Fiction,
p．308．等。
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抄 録
一般的な英文学史では未だ「カトリック作家」のレッテルを貼られがちな20世紀イギリス人作家
グレアム・グリーンは，国際的政治情勢に強い関心を抱き続けた作家である。20世紀後半，世界が
2つに引き裂かれた「グローバル・コンフリクト」を体験した冷戦時代，グリーンはベトナム，コ
ンゴ，パナマなど第三世界の国々を足繁く訪れ，そこで見聞したことを『タイムズ』紙に投稿し，
記事として刻んだ。
小論では，グリーンが，東西の対立が深まりつつある1950年代にいち早くキューバに目を付け，
取材を重ねながら，風刺的フィクション『ハバナの男』（1958）を書いたことに注目する。それは
カストロによる「キューバ革命」や，冷戦の分岐点でもある「キューバミサイル危機」の前のこと
であったにも関わらず，作品にはそれら歴史的事件を予言するかのような内容が含まれていた。こ
れは本人の言うような偶然ではなく，複雑な世界情勢を冷徹に見抜いたグリーンの「先見の明」が
あったからこそのものであり，そこには英国諜報部MI6のスパイでもあったグリーンの思惑が絡
んでいる可能性があることを，冷戦時のコメンテーターとしてグリーンが新聞などのメディアに発
信したメッセージ等を分析しつつ考察していく。
キーワード：グレアム・グリーン，冷戦，イギリス情報部，キューバ
阿部曜子
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